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会  議  録 

 

審議会等名 平成 27年度 第２回三条市文化芸術振興に関する懇談会 

公開の別 全部公開 

開催日時 平成 28年３月 25日（金） 午後 2時～午後 3時 10分 

開催場所 中央公民館 音楽視聴覚室 
傍聴者 無 

報道機関 無 

出席者氏名 委 員  丸山正夫会長、岡村守副会長、花柳雅鶴委員、西村邦明委員、

櫻井綾委員、飯田満委員、金子達雄委員、丸山鉄兵委員、鶴

巻純子委員 

三条市  長谷川生涯学習課長、佐藤文化振興係長、赤川主事 

(欠席者) 馬場郁夫委員 

協議題 (1)平成 27年度文化芸術振興事業の実施状況について 

(2)平成 28年度主な文化芸術振興事業（案）について 

(3)文化振興基金の活用状況について 

長谷川課長 あいさつ 

丸山会長  議題（１）について説明をお願いする。 

佐藤係長 （平成27年度文化芸術振興事業の実施状況について説明） 

丸山会長  ただいま事務局から説明があったが、御質問、御意見をお願いしたい。 

丸山会長  三条市文化祭と若手芸術家支援事業（鶴巻貴子銅版画展）については、

事業が終了しているが、入場者数を教えていただきたい。 

佐藤係長  三条市文化祭については人数を把握していないため、後で確認させて

いただく。 

 若手芸術家支援事業（鶴巻貴子銅版画展）の入場者数は、679人とな

った。 

丸山会長 他に質問が無いようなので、議題（２）について説明をお願いする。 

佐藤係長 （平成 28年度主な文化芸術振興事業（案）について説明） 

丸山会長  ただいま事務局から説明があったが、御質問、御意見をお願いしたい。 

丸山会長 
青少年文化振興事業「わくわく文化未来塾」について、昨年と比べて

1教室増えるとのことだが、増える教室は何か。 

佐藤係長 
増える教室は「折り紙教室」と「民謡教室」である。なお、「ティンパ

ニ＆ドラム教室」は来年度募集しないため、1教室増の 19教室となる。 

長谷川課長 
来年度新たに始める事業である「手づくりしかけ絵本コンクール」は、

図書館栄分館の更なる活性化策として実施するものであり、内容につい
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てもう少し説明させていただきたい。 

佐藤係長 

来年度の新規事業として「手づくりしかけ絵本コンクール」を実施す

るが、本年１月に実行委員会を立ち上げ、現在まで実行委員会を３回開

催し、募集要項の内容や審査員の選定等の検討を進めているところであ

る。 

来年度は、募集告知をし、作品の応募を募り、審査、表彰式を実施す

る。 

審査員については、しかけ絵本の作家や専門書店等の「しかけ絵本」

関係者から２人、「ものづくり」の関係者から２人の計４人の審査員を

考えている。 

募集については、全国の美術系・技術系の大学やしかけ絵本に関する

美術館、図書館等に募集要項及びポスターを配布し、周知していく予定

である。 

なお、審査の結果、最優秀賞となった作品については５冊程度印刷製

本し、図書館栄分館で貸し出しを行う予定であり、この事業を継続して

実施することにより、図書館栄分館でしか見ることのできないしかけ絵

本を増やしていきたいと考えている。 

長谷川課長 

図書館栄分館にしかけ絵本を取り入れてから、利用者数が伸びてお

り、更なる活性化を目指し、しかけ絵本を通じて子どもたちの本離れ、

文字離れに少しでも歯止めをかけたいと考えている。 

丸山会長 このコンクールの対象は小学生か。 

佐藤係長 
年齢等は問わず募集するが、小中学生部門を設ける予定である。 

高校生以上は一般部門として審査する。 

鶴巻副会長  最優秀賞は１点ということだが、優秀賞は何点となるか。 

佐藤係長 優秀賞は２点である。 

西村委員 
全国から応募を募るとのことだが、やはり三条市民からも応募してい

ただきたいと思うが、どうか。 

佐藤係長 
 市内の小中学校や高校、公共施設等へも募集要項等を配布し、周知す

る予定である。 

鶴巻委員 この事業は、文化振興基金を活用する事業か。 

佐藤係長  文化振興基金は活用しない。一般財源での事業である。 

西村委員 
 最優秀賞を印刷製本するとのことだが、最優秀賞等の作品の著作権は

どうなるのか。 

佐藤係長 著作権は、三条市に帰属するということで考えている。 
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丸山会長 他にも質問等あれば、お願いしたい。 

花柳委員 

現在の体育文化センターが解体され、大ホールを加えた新たな施設を

建設する予定であると思うが、実際に使う者の意見を踏まえたうえで建

設していただきたい。 

長谷川課長 
 新たな施設の建設については、市と関係団体とで互いに意見を出し合

い検討したうえで設計し、建設させるものと考えている。 

西村委員  ぜひ、様々な専門家の意見を聞いていただきたい。 

長谷川課長 
我々は県外施設の視察もしており、建築課職員も同行している。 

施設建設の際には、専門家の意見も聴取するものと考えている。 

丸山会長 

 私はその検討委員会のメンバーであるが、まず、どのような施設を造

るのかを大まかに決めて、細かい部分に移った際には、関係者の意見を

聴取すると考えている。 

 他に「平成 28年度主な文化芸術振興事業（案）」について、質問等あ

れば、お願いする。 

金子委員 

文化大会等出場激励金について、三条市民でないと受けることができ

ない。 

高校生については、市内在住でなくとも市内高校に在学していれば認

めていただきたい。 

佐藤係長 妥当かどうかについて、今後の検討課題とさせていただきたい。 

飯田委員 

 手づくりしかけ絵本コンクールについて、小中学生からも募集すると

のことだが、突然募集されても児童・生徒は戸惑うと思うため、例えば

わくわく文化未来塾にしかけ絵本の教室を設けたり、夏休みに出前講座

等を実施してはどうか。 

佐藤係長 
 夏休み期間中である７月下旬に、小中学生や親子を対象にしかけ絵本

のワークショップを実施する予定である。 

丸山会長 他に質問が無いようなので、議題（３）について説明をお願いする。 

佐藤係長 （文化振興基金の活用状況について説明） 

丸山会長  ただいま事務局から説明があったが、御質問、御意見をお願いしたい。 

丸山会長 寄附の協力についての周知を、今後もお願いしたい。 

長谷川課長  今後も、しっかりと周知をさせていただきたいと考えている。 

丸山会長 
他に意見等無いため、平成 27 年度第２回三条市文化芸術振興に関す

る懇談会を終了する。 


